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第４次東海市ごみ処理基本計画後期計画の進行管理及び具体的な取り組みについて 

１ 減量目標について 

 一人１日当たりのごみの排出量（資源を含む） 

   一人１日当たりのごみの排出量（資源を含む）は、平成２６年度の実績（９２

０ｇ／人・日）から令和６年度までに７０ｇ削減する。 

  ア 一人１日当たりのごみの排出量（資源を含む）の推移 

 H26(2014) 

基準値 

R2 

(2020) 

R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5(2023) 

暫定値 

R6(2024) 

目標値 

一人１日当たり

のごみの排出量

(資源を含む) 

920 845 833 807 778 850 

    ※Ｒ５は１月末時点の暫定値 

    （ごみの総排出量（4 月～1 月）＋資源回収量（4 月～1 月））÷１月末人口÷306 日  

  イ 評価・分析 

    令和５年度の一人１日当たりのごみの排出量（資源を含む）は１月末時点の

暫定値で７７８g となり、昨年度の８０７ｇから２９ｇ削減する見込みとなっ

た。主な要因としては、昨年度と同様で物価の高騰により物品の更新機会が減

っていることや、リユース市場の拡大により中古品を売買する人が増加してい

ることが要因と考えられる。 
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  一人１日当たりの家庭系ごみの排出量 

   令和２年度までに一人１日当たりの家庭系ごみの排出量を５００ｇ以下に削減

することは達成できなかったが、引き続き令和８年度に４８７ｇ以下に削減する。 

  ア 一人１日当たりの家庭系ごみの排出量の推移 

 H26(2014

)基準値 

R2 

(2020) 

R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5(2023)

暫定値 

R8(2026) 

目標値 

一人１日当たり

の家庭系ごみの

排出量 

539 520 509 460 442 487 

    ※Ｒ５は１月末時点の暫定値 

     家庭系ごみの総排出量（4 月～1 月）÷1 月末人口÷306 日 

 

  イ 評価・分析  

 令和５年度の実績は１月末時点の暫定値で基準値から９７ｇ減の４４２ｇと

なり、また、令和３年度までの統計方法では、令和８年度の目標値と同量とな

る見込みとなった。これは、⑴一人１日当たりのごみの排出量と同様の要因と

考えられる。 

   【参考】従前の統計方法 

 H26(2014

)基準値 

R2 

(2020) 

R3 

(2021) 

R4 

(2022) 

R5 

(2023) 

R8(2026) 

目標値 

一人１日当たり

の家庭系ごみの

排出量 

539 520 509 498 487 487 
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２ 基本方針に基づく具体的な取り組み実績（Ｒ５） 

⑴ ごみ分別アプリの活用 

ア 地域への啓発について 

啓発チラシを作成し、東海市３Ｒ活動地域推進員を通して全コミュニティへ 

   回覧及び掲示を依頼した。 

イ 情報発信について 

３Ｒに関する情報を毎月発信した。発信内容は以下のとおり。 

 発信内容（タイトル） 

４月 ペットボトルの出し方について 

５月 ３０１０運動で食品ロス削減 

６月 生ごみの水きりについて 

７月 
サスティナブル☆キッズフェスタを開催します 

子ども用品の回収・フードドライブを実施します 

８月 お盆時期の片づけについて 

９月 プラスチック資源の分別方法が変わります 

１０月 食品ロス削減月間 

１１月 プラスチック資源の分別に関する Q＆A 

１２月 ３０１０運動で食品ロス削減 

１月 スプレー缶の出し方について 

２月 資源集団回収をご利用ください 

※令和６年２月末時点 

 ウ その他 

    令和６年４月から市公式ＬＩＮＥにてごみ・資源の出し方を検    

索することが可能となる。現在、市政情報や災害情報等は市ＨＰや    

市公式ＬＩＮＥでの提供が中心となっているため、令和６年度以 

降は市公式ＬＩＮＥの活用を促す。 

※ごみ分別アプリ「東海なび」は令和６年６月末で廃止予定。 
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⑵ ３０１０運動の実施 

 ア 情報発信 

 広報で３０１０運動の実施を促した（１２月１日号）。 

 アプリにて「３０１０運動」を掲載し、食品ロスの啓発を行った。 

   事業所を対象とした３０１０運動の記事を掲載した（商工会議所会報

誌）。掲載記事は以下のとおり。 

  



5 

⑶ 食べきり・使いきりの推進 

ア 地域への啓発 

啓発チラシを作成し、東海市３Ｒ活動地域推進員を通して全コミュニティへ 

回覧及び掲示を依頼した。 

イ 情報発信 

 広報で賞味期限と消費期限の違い等の内容を紹介した。（５月合併号） 

 アプリにて、調理くず削減レシピを掲載し、調理くず削減の啓発を行った。 

 お片付けセミナーの資料と併せて「食品ロス事前チェックシート」を配布

し、食品消費行動を見直すきっかけづくりとした。 

ウ 全市立保育園に食品ロス啓発紙芝居の読み聞かせを実施するよう幼児保育課

へ依頼した（令和５年１１月から令和６年３月にかけて回覧中）。 

 エ イベントでの啓発 

   フードドライブを実施した。 

  ※令和２・３年度の東海秋まつり消費者広場は開催が中止されたため実施し 

ていない。 

  ※令和３年度より市民活動センターまつりで回収を実施した。 
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  東海秋まつり２０２３消費者広場でＥＭ処理剤の使途に関するアンケート 

   を実施した（全９０件）。 

【その他の使用方法】 

・土にまいている。 

・土の中にＥＭ処理剤のみ入れる。 

 

【参考】ＥＭ処理剤配布実績 

※令和５年度の配布数は１月までを実績、２月～３月分を伸び率で算出。 
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⑷ 水きりの推進 

ア 情報発信 

アプリにて水きりを推進するとともに、実践方法を紹介した。 

イ イベントでの啓発 

東海秋まつり２０２３消費者広場の来場者へ水きりネットを無料配布した。 

 

⑸ 事業系一般廃棄物の適正処分と資源化の推進 

 ア 適正な排出方法の周知について 

    令和５年１１月～１２月に一般廃棄物収集運搬許可業者を対象に展開検査を

実施し、搬入者への適正排出を促した。 

 イ 資源化業者の紹介について 

事業所から出た枝木の持ち込み先に対して、民間事業者である木材開発株

式会社を紹介し、適正処分及び資源化の啓発を行った。 

 ウ 産業廃棄物の混入防止について 

    ごみの持ち込み時に職員が検査することで産業廃棄物の混入防止を防ぐとと

もに、混入及び事業者より問い合わせがあった際には、一般社団法人愛知県産

業資源循環協会（旧社団法人愛知県産業廃棄物協会）を紹介した。 

【事業系ごみ総排出量】 

 
※令和５年度の総排出量は１月までを実績、２月～３月分を伸び率で算出。 
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⑹ その他 

 ア 小学生の施設見学の受入れ 

社会見学の一環として、依頼のあった小学校を受け入れ、ごみ減量・資源化 

への意識高揚を図った。 

    依頼先：緑陽、名和、平洲、明倫、以上４校 

 イ 東海秋まつり２０２３消費者広場 

 プラスチック使用製品の一括回収の制度、ペットボトルの水平リサイクル

「ボトルｔｏボトル」の取り組みを周知した（詳細は資料３へ）。 

 フードドライブ及び子ども服の「おゆずり・おさがり交換会」の実施 

フードドライブでは、１２３点の食品が集まり、市内の福祉施設・団体へ 

    支援し、有効活用していただいた。 

  子ども服の「おゆずり・おさがり交換会」は、まだ着られる子ども服を必 

 要としている方に譲ったり、おさがりに活用することで、「ごみの減量化」 

と「子育て支援」を推進することを目的として試みたもの。４９５枚の子ども 

服を持ち帰っていただき、一部の服は、東海樟風高校が取り組む「届けよう、 

服のチカラプロジェクト」に活用していただいた。 

 


